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研究成果の概要（和文）：家族介護者用の介護記録アプリに対して（１）他の家族介護者の記録を閲覧できる共
有機能を付加することによって、普段なら家庭内で話しづらい病気に関する話題について介護者と患者が話し合
い易くなる効果を確認した。（２）アプリを一般公開し、うつ病以外の精神疾患に適用範囲を広げる試みを行っ
た。（３）認知症患者介護への拡張機能を開発し、評価実験を行った。（４）ユーザの深い悩みの開示を促すチ
ャットボットを開発し、その有効性を確認した。（５）うつ病患者を部下に持つ上司に対するインタビュー調査
を実施し、そのニーズを明らかにした。（６）産後うつを緩和するコミュニケーション支援ツールを開発し、そ
の有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：We have previously developed an app that allows family caregivers to record 
their caregiving activities and patient's conditions. For this research, we (1) added a sharing 
feature to the app and ran a deployment study. Findings showed how the sharing feature helped the 
family caregivers discuss sensitive issues with the care recipients; (2)The app is now open to 
public. New features are added so that it could be used by broader population; (3) We developed an 
app for caregivers looking after family members with dementia and ran a deployment study; (4) We 
developed a chatbot which induces deep self-disclosure from users. (5) We conducted in-depth 
interviews with supervisors who had depressed employees and revealed their challenges; (6) We 
developed an app that facilitates spousal communication between stay-at-home and working parents. A 
deployment study showed that the app enhanced spousal communication and improved the working 
parents’understanding of parenting difficulties. 

研究分野：ヒューマンコンピュータインタラクション

キーワード： 精神疾患　コミュニケーション支援　家庭内介護
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
障碍やハンディキャップを抱える人の問題を解決しようとする研究は多数存在するが、その多くは患者本人のみ
をサポートしようとしている。しかし、そうした問題は本人にだけ内包されるものではなく、周囲の人や環境と
の相互関係によって容易に増幅・減衰するものである。そのため、ハンディキャップを持つ人だけ支援をして
も、問題は解決できない。本研究は、周囲の人（家族介護者）を通して患者に間接的に働き掛けることによって
家庭内環境を改善し、これによって問題の解決を図るものである。このアプローチは、医療的な問題に対して、
コミュニケーションデザインによる新たな切り口を与える取り組みであり、他の病気に対する応用も期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の精神疾患の患者数はうつ病や認知症などを中心に増加しており，平成 25 年度から五大
疾病に加えられたことで，精神疾患をもつ患者を社会的に支援する要請が高まっている．医療分
野を中心に様々な研究や対策が講じられてきたが，それらの大半は患者に対する治療や介護を
より効果的・効率的に行うことに焦点を当て，家族介護者自身の支援を目的としたものは少ない
（Van Ruyn et al. 2011）．一方で，協力的な家族介護者を持つ患者の回復が早いことが実証され
ていることから（Bilsky et al. 2013），家族介護者に適切な支援を行い，家庭内環境を改善するこ
とは，家族介護者のみならず患者の病気を改善させる上でも重要と言える． 
情報分野において，家族介護者を支援する研究には，大きく二種類ある．一つは，家族介護者
と医療従事者との連携を支援することによって，患者に対する効果的な治療を目指すものであ
る（Consolvo et al. 2004, Tang et al. 2012）．もう一つは，類似他者と介護体験を共有できるソー
シャルネットワークサービス（SNS）を提供することにより，家族介護者の感情面を支援するこ
とを目指すものである（Liu et al. 2011）．すなわち，家庭内環境の改善が重要視されているにも
関わらず，家庭内介護やコミュニケーションの改善を目指した研究は殆ど存在しない． 
 
２．研究の目的 
本研究では，精神疾患の中で社会的要請が最も強い，認知症とうつ病に焦点を当てる．我々は，
うつ病患者の家族介護者を支援する研究に対して，科研費補助金（基盤 B，H26-28）を得るこ
とにより，顕著な成果を挙げてきた．具体的には，家族介護者向けのアプリ「みまもメイト」を
開発し，家族介護者が患者の言動・健康状態と家族介護者の介護活動を同時に記録し内省するこ
とによって，患者への適切な対応方法を発見する支援をした．そして「みまもメイト」をうつ病
患者をもつ 15 家庭で 6 週間利用して貰ったところ，家族介護者に認知行動療法的示唆を与え，
対立しがちな患者と家族介護者の人間関係を改善する効果があることを示した．しかし，同アプ
リを認知症患者の家族介護者に対して適用したところ，同様の効果は得られなかった．インタビ
ュー結果より，病気の特性によって，家庭内コミュニケーションを改善するために ICT ツール
が備えるべき特徴が異なることが示唆された．本研究では，病気の特性に合致した，家庭内介護・
コミュニケーション支援 ICTツールを構築し，評価することを目的とした． 
本研究により，以下の成果を得た．家族介護者用の介護記録アプリに対して（１）他の家族介
護者の記録を閲覧できる共有機能を付加することによって，普段なら家庭内で話しづらい病気
に関する話題について介護者と患者が話し合い易くなる効果を確認した．（２）アプリを一般公
開し，うつ病以外の精神疾患に適用範囲を広げる試みを行った．（３）認知症患者介護への拡張
機能を開発し，評価実験を行った．（４）ユーザの深い悩みの開示を促すチャットボットを開発
し，その有効性を確認した．（５）うつ病患者を部下に持つ上司に対するインタビュー調査を実
施し，そのニーズを明らかにした．（６）産後うつを緩和するコミュニケーション支援ツールを
開発し、その有効性を確認した． 
以下では，上記の１つ目，すなわち，他の家族介護者の記録を閲覧できる共有機能を付加する
ことによる効果をホームユース調査によって評価した方法と結果について詳細に紹介する． 

 
３．研究の方法 
本研究では，以前に開発した記録アプリ「みまもメイト」に共有機能を実装し，それを前回の
研究の参加者である家族介護者 15 名に配布し，6 週間のホームユース調査を実施した．この調
査でも，前回と同様に，家族介護者が自身の介護活動と介護を受ける者の健康状態（気分や症状
など）を 6週間記録した．また，ホームユース調査後，参加者から無作為に 10 人を選び，イン
タビュー調査を実施した．分析では，共有機能を追加する前と後のログ情報を比較することで，
どのように家族介護者が共有機能を使用したかを調べた．また，インタビューの内容を分析する
ことによって，共有機能が家庭内介護に及ぼす影響を調べた． 

 
（１）共有機能の実装 
みまもメイトは，（ア）ユーザプロフィール，（イ）
記録，（ウ）振り返り，（エ）タイムラインの 4 つ
のセクションから構成されている．記録セクショ
ンでは家族介護者が，患者の日常行動および家族
介護者の活動を記録することができる．振り返り
セクションでは，記録データを一覧できるように
グラフィカルに表示することによって，過去の記
録を振り返ることができる．そしてタイムライン
は記録セクションへの書き込みを時系列で表示す
る． 
共有機能を実装することによって，他の介護者
の記録を閲覧できるようにした．具体的には，振り
返りセクションでは他の介護者の記録データを見
ることができるし，タイムラインではすべての 
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図 1「タイムライン」による記録共有 



介護者の書き込みが時系列で表示される．また，
家族介護者が他の介護者のユーザプロフィール
を見られるようにして，振り返りやタイムライ
ンのデータをより良く理解できるようにした． 
（２）ホームユース調査 
15名の家族介護者に6週間に渡りみまもメイ
トを利用して，実際に介護活動を記録してもら
った．全ての家族介護者はうつ病の家族を介護
していた．これらの家族介護者は，共有機能を実
装する前のみまもメイトのホームユース調査に
も参加している．同じ家族介護者に続けて利用
して貰うことによって，共有機能実装前と後の
比較がしやすくなるという利点がある． 
 準備 
前回のホームユース調査終了後から，本調査開始までの 2ヶ月の間に，ソフトウェアにデータの
共有機能を追加した．この間に，共有機能の使い方に関する説明書を参加者の自宅に郵送し，電
話でも直接連絡をした．さらに参加者には以下の依頼をした：（1）調査開始前にプロフィールを
入力する，（2）第 1フェーズで入力したデータで公開したくない内容があれば，消去するか非公
開に設定する，（3）データを共有しても良いということを再度患者に確認し，承諾をもらう． 
 データ収集 
みまもメイトのデータの共有が家族介護者によるデータの記録の仕方にどのように影響したか
ということと，家族介護者と患者との関係にどのような影響を与えたかということを分析する
ために，以下のデータを取得した． 
ログデータ：調査期間中，みまもメイトに入力されたデータ全てには，ユーザ IDと時刻スタン
プが付与され，セットで保存された． 
半構造化インタビュー：前調査と同様に，研究チーム内の精神科医とともに半構造化インタビュ
ーのガイドを作成した．インタビューでは特にデータ共有機能に焦点を当て，みまもメイトが介
護活動や日常生活，家庭内コミュニケーションに及ぼした影響を調べた． 
インタビュー中の全ての会話を録音・書き起こし，カテゴリが収斂するまで議論を繰り返した． 
 
４．研究成果 
（１）全体的な利用傾向の変化 
図 2 は，共有機能の実装前（フェーズ１）と後（フェーズ２）でみまもメイトの自由記述欄
に入力した文字数の家族介護者 1人あたりの平均値の推移を示している．この図からわかるよ
うに，フェーズ１では約 137 文字であったのに対し，フェーズ２では約 221 文字に増加した． 
（２）インタビューの分析結果 
インタビューの音声はすべて録音し，書き起こした後，第 1著者が親和図法によってインタ
ビュー結果を整理し，そこから帰納法的に高次のテーマを作成した．その後，そのテーマに関
して研究チームが議論繰り返し，テーマを改善した結果，6つのテーマが出現した．それぞれ
のテーマ名と，各テーマに該当する発話を行った家族介護者数（MAX=10）と総言及回数は以
下の通りである．「他者の記録から得る学び」は 10 人が 41 回，「他者の記録から得る精神的な
支え」は 7人が 29 回，「書き込みの変化」は 9人が 30 回，「他者の記録を材料とした患者への
話し掛け」は 8人が 19 回，「他者の記録が患者に及ぼす影響」は 7人が 18 回，「患者とのコミ
ュニケーションの変化」は 7人が 17 回であった． 
 他者の記録から得る学び 
インタビューに参加した介護者は全員，他の介護者の記録から学ぶことができたと述べた．
他者の対応方法が必ずしも自分のケースで有効とは限らないが，他の介護者の介護記録は，新
たな対応方法を考案する一助となったようである．介護者はタイムラインを閲覧することによ
って，自身の対応方法を改善するための学びを得たようである．一方で，患者の日常生活が多
く記録されている他者の振り返り画面からは，得るものが少なかったようである．多くの介護
者は，他者の振り返り画面は，患者に関する細かな情報が記録されており，対応方法の改善に
役立つ情報ではないと感じたようである．中には，他者の振り返り画面を閲覧することを，プ
ライバシーを侵害する行為であると感じ，閲覧をためらう者もいた． 
 他者の記録から得る精神的な支え 
介護者は，みまもメイトの共有機能によって学びを得るだけでなく，精神的な支えも得てい
たことがわかった．介護者にとって，自分と似た状況下で苦しんでいる人の存在を知ること自
体が慰めになっていたようである．みまもメイトの共有機能は，他の介護者の記録を閲覧でき
るだけで互いにメッセージのやり取りをする機能は付けていなかったが，介護記録を閲覧する
だけでも，心の安らぎを得たようである． 
 書き込みの変化 
他者の介護記録を読んで精神的な支えを得ているうちに，多くの家族介護者は他の介護者に対
して仲間意識を持つようになったようである．他の介護者の存在を意識することが増え，他者
にもわかりやすい文章を書くように心がけるなど，自身の介護記録の記述にも影響を及ぼした
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という．また，他の介護者の気持ちを気遣い，極端に良い出来事について記録に残すことを控
えたという．さらに，次の二つの理由によって，愚痴を書くことも控えたという．まず，自分
の愚痴によって，他の介護者の気分を損ねたくないと感じたこと．また，自身の書き込みを患
者が見てしまった場合に，傷つけたり喧嘩になることを恐れたことである．このように，家族
介護者は，他の介護者や患者が自分の書き込みを見て気分を害さないように，書き込み内容や
表現に気を遣う現象が観測された． 
 他者の記録を材料とした患者への話し掛けと患者への影響 
みまもメイトは，家族介護者が効果的な対応方法を学習するためにデザインされ，患者の利用
を想定していなかったが，多くの家族介護者が，他者の書き込みを材料に患者に話しかけてい
ることがわかった．特に，家族介護者は患者とうつ病に関する微妙な話題を持ち出すとき，他
者の体験談を引き合いに出すことを有効な手段と考えていたようである．他者の体験談を題材
にすることによって，自分たちのことについても間接的に，感情的にならずに話すことができ
たようである． 
このように，患者も他の介護者の記録を見るなどして，みまもメイトとの接点が増えるにつ
れ，家族介護者が自分のことをどのように記録し他者と共有しているのかを知りたがる者が出
てくることがわかった．また，閲覧するのみならず，介護者に自分の良いことを書いて貰おう
と，自身の行動を改善しようとした患者もいたようである． 
全体を通して，家族介護者のみならず，患者も，他の介護者の記録を閲覧することによって学
びや共感を得ていたことがわかった．また，家族介護者を介して，他の介護者に間接的にメッ
セージを伝えようとするなど，患者がみまもメイトに積極的に関与する様子が報告された． 
 患者とのコミュニケーションの変化 
患者が家族介護者の記録に関心を示していたことは先述の通りであるが，家族介護者のいない
ところでみまもメイトにアクセスする患者も複数いたようである．興味深いことに，家族介護
者は，患者が覗き見をすることを予期しており，むしろ好ましいと感じていたようである．数
名の家族介護者にとって，みまもメイトの共有機能は，自分の想いを患者に伝えるコミュニケ
ーション・チャネルとしても機能していたことがわかった． 
このように，患者が，みまもメイトを介して，家族介護者の悩みや，介護スキルを向上させる
ために奮闘していることを知ることは，患者と介護者との人間関係を改善させるきっかけとな
っていたようである． 
 
最後に，上述の研究成果に関連する成果を簡単に記す． 
 みまもメイトは，本研究の後，NPO法人「COMHBO」を運営母体として，一般公開し
ている．統合失調症など，うつ病以外の疾患を持つ家族介護者のユーザも見受けられるた
め，うつ病以外の精神疾患に適用範囲を広げるために適宜，機能拡充を図っている． 

 申請当時に予定していた，認知症患者介護への拡張についても，検討を行った．認知症患
者の家族は過労になりがちであり，それに自分で気づきにくいことが指摘されている．そ
のため，家族介護者がストレスチェッカーと介護記録を付け，それらを他の介護者と共有
するシステムを開発し，評価実験を行った．分析の結果，介護記録の共有は役に立つもの
の，ストレスチェッカーの信頼性が低く，実用性が低いことがわかった． 

 精神疾患は，まだ初期症状が軽いうちに症状を発見し改善させることが重要であるが，精
神科への敷居が高く，アクセスするときには重症化してしまっていることも多い．そこ
で，ユーザの悩みの開示を促すチャットボットを開発し，その悩みの内容からストレスの
度合いや精神不安の度合いを推定する研究を行った． 

 最後に，産後うつを緩和する夫婦間コミュニケーション支援ツールを開発し、その有効性
をホームユース調査を通して確認した． 
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